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非ガウス在庫管理に関する一考察  
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1．緒言  

現在，各企業で実施されている在庫管理は，その理論的背景を需要分布に関するガウス性に置いていることが  

多い．しかしながら，正領域分布としての本質的な制約から，現実の分布は非ガウス分布に従うと見られること  
もしばしばで，そのギャップを少し多めの在庫や現場のフレキシブルな対応等で補足していると考えられる・   

本稿では，まず，在庫管理理論の基礎式並びに非ガウス分布の基礎式について記述し，次に，実際の現場デー  

タ（ある製品の日売上データ）をいくつかの非ガウス分布に当てはめ比較検証を行ったので報告する・   

2．理論的背景   

以下，公知のことであるが，ガウス．非ガウス分布に対する安全在庫の算定に必要な理論的基礎を列記する・  

における総需要に対する安全在庫  （2．1）期間エ   
訂‘を1単位期間（例えば1日）の需要量とすると，上期間の総需要量は次式で与えられる・   

エ           ∑ご‘＝ズェ＝∬1恒2＋…恒エ  

i＝1  

（1）  

ここで，∬‘の平均値を〝，∬‘の分散をJ2とすると，ズ上の期待値且（ズェ），分散Ⅴ（ズェ）について，β（ズェ）＝〝エ＝仇，  

Ⅴ（ガム）＝グ2上＝グ呈が成り立っ．（但し，∬‘，Jj（盲≠j）は互いに独立）・よって，ガウス分布仮定の場合，安全  

係数た＝（ズェー〝上）／J、仔により，ズェ＝〝いたJ、信となる．公知の通り，安全率α＝95％に対してた＝  

1．65である．  

リエ展開  幾つかの非ガウス分布とグラムシャ   
（2・2）  

（a）ガンマ分布：   

β＝Ⅴ（∬‘）仲（∬‘），m＝且2（ご‘）／V（J‘）とすると，Ⅴ（ズい／且（ズェ）＝β，β2（ズい／V（ズェ）＝mム（＝〟）を得  
る．mに関する再生性により総需要ズェに対する分布は，次式で与えられる．  

〟‾1 

枇卵＝；右（警）exp（一号）  

ここで，y＝ごエ／βなる基準化を行うと，次式を得る．  

軸）＝テ志 
y〟‾1exp（－y）  

α％点をんとすると，発注点ズ。＝βたが得られる．  

（2）  

（3）  

（b）対数正規分布：   
〔′、 11川＿「（1n∬エー批）2  

（4）  P（ごエ）＝≠－－÷exp（－  
席Jエア上 

〉‘－ざし   

2J呈  

ここで，パラメータ仇，J呈は，次式により推定される・  

β（ズェ）＝eXp（批  ・）  

V（XL）＝eXP（2pL＋q呈）（exp（qま）－1）＝E2（XL）（exp（crま）－1）  （5）  

（c）グラムシャリエ展開：2）  

ア（ごエ）＝  

1  r（∬エー祝）2  ∬エ ‾〝エ  
）（1十∑βれ仇（  

九＞3  

（6）   exp（－  
ノ諒㍍〉‘－rし   2入エ  
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ここで，1ェ＝グま，β。＝1，β1＝β2＝0，乱＝β（（1／叫仇（（ェェー此）／ノ㍍））である．なお，グラムシャリエ展  

開のα％点は，コーニッシュ＝フィッシャー展開により陽に求めることが可能である．1）   

3．実験的考察   

ある製品に対する156日単位期間の需要データに対し，ガウス・非ガウスの各分布を仮定した場合の95％推  

定結果の1例を示す（Tablel）．  

Tablel．α％点推定結果の例  

分  布  Ⅳ＝156（エ＝1）  Ⅳ＝39（ム＝4）  

実  分  布  

ガ ウ ス 分 布  

ガ ン マ 分 布  

対数正規分布   

グラム・シャリエ分布  

コーニッシュ・フィッシャー展開  

同上（第3項固定）  
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Fig・1需要分布の例（Ⅳ＝39）  

Taも1el・のごとく，Ⅳ＝156（エ＝1日）ではガウス分布が最もよくあてはまり，Ⅳ＝39（た4日）では対数正  

規分布が，〃＝156（エ＝4日）ではコーニッシュ＝フィッシャー展開が実分布における95％点に近い．Ⅳ＝39の  

場合の需要分布をFig．1に示す．その詳細及び他の結果については当日示す．   

今後の課題としては，需要の多い製品への適用可否検討と，実用面への導入に取り組む予定である．   

謝辞   

本研究に多大のご援助を頂いた廣光清次郎氏（修道大・商），太田光雄氏（近畿大・工），勝郡正義氏（住建  

産業）に深謝の意を表する．   

文献  

1）竹内 啓‥確率分布の近似，教育出版，p．186（1978）．  

2）M・Ohta，Ⅰく・Hatakeyama，S・Hiromitsu，alldS・Yamaguchi＝JournalofSoundandVibration，43（4），p．693－  

p・711（1976）・  

－291－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




